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教育活動に関するアンケート（1 学期）の結果について 

 

初秋の候，保護者の皆様におかれましては，ますますご健勝のこととお喜び申し上げます。

日頃から，本校の教育活動にご理解とご協力をいただき誠にありがとうございます。 

さて，1 学期末にご協力頂きました保護者アンケートの集計結果をお知らせいたします。 

8 月 21 日（水）には，学校評価委員にご来校頂き，「学校評価委員会」を開催いたしまし

た。その中で学校の自己評価に対するご意見・ご感想を頂きました。 

アンケート結果や学校評価委員会でのご意見を生かして，今後の教育活動を行っていきた

いと考えております。 
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≪集計結果について≫                   ○児 は児童アンケート 

① 「お子さんは、規則正しい生活をしていますか」について（○児 「⑧⑨メディアの使用時間」） 

肯定的回答が 92％と高い数値ではありますが、昨年度より規則正しい生活ができていないと思わ

れる方がやや多くなりました。児童アンケートにおいても、２時間以上テレビや動画を見ている児

童が 47%、２時間以上ゲームをしている児童が 36%と大変高くなっています。子どもたちの心身の

健やかな発達のためには、適切な睡眠時間をとることが大切です。今後とも規則正しい生活習慣が

確立できるよう、ご協力をよろしくお願いいたします。 

 

② 「お子さんとコミュニケーションをとるように心がけていますか」について 

肯定的回答が 96％であり、保護者の皆様がお忙しい中、お子さんとの時間をつくり、よい関わり

を持たれていることがうかがえます。今後も、継続していただけますようお願い致します。学校か

らも、お子さんの様子を伝える機会を設けたり、「親子の手紙」等に取り組んだりして、保護者の皆

様とお子さんのコミュニケーションが進むよう支援していきたいと思います。 

 

③ 「学校だよりやホームページ等で、学校の様子がよくわかりますか」について 

学校の様子や行事、児童の活動などについては、学校だよりや学年だより等を配布しお伝えして

います。ホームページでは、月予定や保健便り等は更新していましたが、児童の活動の様子につい

ての情報発信が滞っていました。個人情報に配慮しつつ可能な範囲で更新に努めていきたいと考え

ております。 

 

④ 「子どもたちは、落ち着いて授業に取り組んでいると思いますか」について 

昨年度、一昨年度に比べ、肯定的回答がやや高くなりました。今後も、規律ある学習態度が身に

つくよう根気よく指導にあたっていきます。 

 

⑤ 「学校は，事故がないように安全に配慮していると思いますか」について 

月に一度、安全点検の日を設け、校地・校舎内の安全点検を実施しています。また、１学期には、

職員研修として、不審者対応訓練、水難事故対応訓練を行ったり、救命救急法講習会に参加したり

して、危機対応力の向上を図っております。今後も児童への安全指導も継続し、校内外の事故防止

に努めてまいりたいと思います。 

 

⑥ 「お子さんの良いところを、機会をとらえて伝えていると思いますか」について 

（○児 「④自分にはよいところがあるか」） 

今年度も 95％の保護者の皆様から肯定的回答をいただきました。児童アンケートの「自分にはよ

いところがあると思う」の肯定的回答も 85％と昨年度よりも高くなりました。コミュニケーション

の機会にお子さんに温かい声かけをされていることがうかがえます。今後も、家庭と学校で、子ど

もの頑張りやよさ認める声かけに努めていけるとよいと思います。 

 



⑦ 「お子さんは、よくお手伝いをしてくれると思いますか」について 

（○児「⑪すすんでお手伝いをしている」） 

全体としては肯定的回答が 79％でした。児童アンケートの「家で進んでお手伝いをしていますか」

の肯定的回答は 65％であり、できていないと考えている児童も多いです。 

お手伝いには次のようなよさがあると言われています。 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

・ 

 子どもたちが何か家庭での役割を担っていけるよう、よろしくお願い致します。  

  

⑧ 「家庭の中で、あいさつはできていると思いますか」について 

（○児「⑩すすんであいさつをしている」） 

肯定的回答が 96％と高く、児童アンケートにおいても「家族や地域の人、先生、友達に進んで挨

拶をしている」の肯定的回答が 90％と高くなっており、挨拶の習慣が身についていることがうかが

えます。今後も学校と家庭の双方から挨拶の大切さを指導し、気持ちのよい挨拶ができる子ども達

を育てていければと思います。 

 

 

 

 

 

 

○保護者アンケートが記名タイプのため、意見を書きにくいというご意見をいただきました。保

護者の方々からのご意見を受けて、学校運営の改善を図っていくことが重要ですので、２学期

に実施するアンケートは無記名としたいと考えております。 

○各項目について十分な説明ではないかと思いますが、アンケート結果については真摯に受け止

めて，改善できるよう努力していきます。 

 

これからもどうぞよろしくお願いいたします。 

 

１．責任感や自己肯定感が育つ 

家族から「お願いね」と任されることで、子供は「自分は家族から頼られている」「必

要とされている」と感じ、期待に応えたいという責任感が芽生える。 

また、お手伝いを達成して「ありがとう」と家族から感謝される経験を積むことで、自

分は大切にされていると自信を持ち、自己肯定感を高めることにつながる。 

２．自立につながる 

お手伝いは、自分一人で生きていく力の基礎を身に付けるのに、最適の方法。お手伝い

は、自然と家事の流れを覚え、自分で自分のことができるようになるチャンス。 

３．親子間のコミュニケーションにつながる 

お手伝いをさせるために大人は余分に時間をかけ、手間がか 

かるかもしれないが、その分、子供と向き合う時間は増える。 

 

 

 


